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キーワード：食生活 健康 生活習慣LIFEⅡ－環境と人間の生き方を学ぶ

探究活動 直接体験 疑問の発掘環境としての「食」を考える
－砂糖について－

＜配当時間数 ８時間＞

「 」、生活環境の一部としての 食べること

ここでは特に「砂糖」について 「健康」、

との関係で幅広く考察し、調査・実験・測

定・体験などの活動から考えをまとめ、発

表し、自分との関わり合いの中で、主体的

に行動できる力を身につける。

１．単元の目標
現代は、食生活を中心とした自分の健康全般を、注意深くコントロールする力が求めら

れている。そこで 「生きるために食べる」ことから「よりよく生きるために食べる」た、

めにはどうしたらよいのか。また、そのことに関係した「動く ・ 休む ・ 出す」とい」「 」「

った「生きる」ことを支えることにも迫り、それらのことを単に知識として知るだけでな

く、日々の生活の中の知恵として生かすことができる力をそれぞれの中に育てたい。

２．単元の構成と特色
＜Ⅰ.知る＞[調査・発表（個人の調査・グループ活動）]

○個人レポートを作成する（問題の提起＝個人の問題をみんなの問題にする）

◇「砂糖」について疑問に思うこと ◇「砂糖」について調べてわかったこと

＜Ⅱ.深化する＞[再調査・検討・意見の交換]

○自分自身の「疑問」や「調べ」と、他の人の「疑問」や「調べ」を比較しながら、さ

らに視野を広げ、再調査・検討を加える

○砂糖の功罪について、自分の意見をまとめたり、どちらかの立場に立って議論する

＜Ⅲ.確かめる・納得する＞[実験・実習・演習]

○いろいろな甘みや砂糖に、実際に触れてみる

◇ステビア、サトウキビ、メイプルシロップ、上白糖、黒糖、三温糖、角砂糖・・・

○甜菜（砂糖大根）から砂糖を作ってみる

○いろいろな食品中の砂糖を計測してみる（ジュース、果実など）

○ジュースや缶コーヒーの中の砂糖をとり出してみる

○「おやつ」についての調査から、普段どれくらいの砂糖をとり込んでいるのかを確か

め、運動エネルギーに換算すると、どれくらいになるのかを計算する
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＜Ⅳ.自分との関わりで吟味する・生活に生かす＞[まとめ]

○今までの学習をもとに 「自分と砂糖の関わり方」についてレポートをまとめる、

３．主題に迫るための手だて
日常生活の中で何気なく接している砂糖。その働きや摂取量の持つ意味の理解だけに終

わらず、歴史的背景や製造方法・種類等、様々な視点でこの問題をとらえることができる

ようにするために、実物に触れることや実験を通じて多角的に吟味する。また 「生きる、

力」の育成をそれぞれの内面に図るために、他の人の考えと突き合わせたりすることを通

、 、 。して その吟味の結果を自分自身に還元するように 学習の過程をしっかり振り返らせる

４．単元における評価の観点・方法
（１）．評価の観点

①問題解決能力に関して

○活動の意欲、課題設定する力はどうか

◇内容は明確になっているか ◇関心、意欲はどうか

○課題を追求する力はどうか

◇見通しを持っているか ◇工夫しているか ◇解決しようと意欲的か

○表現する力はどうか

◇どのような進歩、変容があるか

②学習スキルに関して

○調べ方は明確になっているか

○表現方法はどうか

③自分の生き方を考える力

○生活との関連を考え、生活に生かす力はあるか

（２）．評価の方法＜ポートフォリオの積極的な利用＞

①自分で決めたことをどう実現しているのか。②情報をどのように並べ、構成してい

るのか ③何を大切にし 何を変えているのか ということを 常に振り返りながら 体。 、 。 、 「

験の構成」を中心に据え，結果だけでなく学習の過程を含め，生徒自身・教師共に，形

成的に評価する。

５．教科等との関係
教科の十分な学力が背景にあってこそ、課題解決のために具体的な「活動」を行うこと

が可能となる。そして、その過程で得た様々な「体験」を通して 「問題解決能力 ・ 学、 」「

習スキル ・ 自分の生き方を考える力」等が獲得されるが、これらはまた、教科学力を」「

支える裾野を広げることに還元される。その循環過程において、生活と身体の関わりや問

題点を、日常の自分の生活のあり方との関係の中で、自分の問題としてとらえ整理し、知

識や理解を深めるとともに、適切な意志決定・行動選択することができるようになる。
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７．指導のポイント
「評価の観点」に対応して、

生徒の活動の「場」を確保す

るように働きかける。

＜Ⅰ.知る＞

砂糖について「疑問」に思

うことや自分なりに「調べ」

てわかったことをまとめてレ

ポートを作成する。一人ひと

りの疑問を集めると、砂糖の

製法から歴史的な背景までと、

多くの観点からの問題の提起

がなされたことになる。また、

調べたことも多岐にわたる。

このように個人の問題をみ

んなの問題にすることで、よ

り多くの観点から砂糖という

ものを考えることができるよ

うに下地づくりをする。

＜Ⅱ.深化する＞

お互いに提起した自分自身

の「疑問」や「調べ」と、他

の人の「疑問」や「調べ」を

比較しながら、さらに視野

を広げ、再調査・検討を加

える。そこでは、例えば

「砂糖は体にいいのか？悪

いのか？」という柱立ての

もとに、砂糖の功罪につい

て自分の意見をまとめたも

のをレポートしたり、どち

らかの立場に立って議論す

ることなどの工夫により、

さらに自分の考えを深める

ことができるようにする。
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＜Ⅲ.確かめる・納得する＞

砂糖の種類には、上白

糖、黒糖、三温糖、角砂

糖など実に多くのものが

あり、そのような形態の

違いだけでなく、原料に

もサトウキビ、甜菜、メ

イプルなどがある。

日常の生活の中では、

多くの佐藤の種類に触れ

たり、その原材料を見る

といったことはほとんど

なくなっていると言って

よい。

そこで、新奇の体験を

通じて、自分の現実世界

を見つめ直し、新たな発

見や疑問を持つことがで
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きるようにすることが必

要となってくる。

ここでは、砂糖大根や

サトウキビの実物に触れ

てみたり、ステビアなど

の砂糖以外の甘みに触れ

てみるといった、実物体

験を手始めに、甜菜（砂

糖大根）から砂糖をとり

出す、ジュースや果実な

どの食品中に含まれる糖

分を糖度計を利用して計

測してみる、あるいは、

ジュースや缶コーヒーの

水分を除き、中の砂糖を

とり出してみる、といっ

た実験を多く行うことで

体験に裏打ちされたより

確かな理解を進めるよう

にする。

また 「おやつ」につ、

いての調査から、普段ど

れくらいの砂糖をとり込

んでいるのかを確かめ実

感したり、その摂取量を

運動エネルギーに換算す

ると、どれくらいになる

のかを計算してみる等、

自分の生活との接点を見

つけさせるように工夫す

る。

教師による分析記録や

他の子どもの記録などを

提示し、課題意識をはっ

きりと持って取り組める

ように、また、どのよう
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な観点で分析をすればよいのかということがはっきりと意識できるようにする。

＜Ⅳ.自分との関わりで吟味する・生活に生かす＞

体験と知識を結びつけ

させ、努力した活動を書

き出させて自己評価をお

こなうために、また、課

題を自分の現実世界と結

びつけたり，自分なりに

体験への意味づけをする

ことができるようにする

ために 「自分と砂糖の、

関わり方」というテーマ

でレポートをまとめる。

そのことを通して、日

常の自分の生活のあり方

自体を整理し直すように

する。

また、健康問題に関す

る知識や理解を整理する

だけでなく、適切な意志

決定や行動選択ができる

ようにアドバイスする。


